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■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによれば、本作のイントロダクションは次の通りだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしは、幸福（フェリシテ） 

2017年／仏、セネガル、ベルギー、独、レバノン合作映画 

配給：ムヴィオラ／129分 

2017（平成29）年1月6日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督：アラン・ゴミス 

出演：ヴェロ・ツァンダ・ベヤ/ガ

エダン・クラウディア/パ

ピ・ムカパ/カサイ・オール

スターズ 
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◆公式ホームページによれば、本作のストーリーは次の通りだ。 

 

 

◆ミュージシャンの岡村靖幸氏の名前だけは知っていたが、その彼が本作のマナーコマー

シャルに初挑戦し、１１月１１日から映画館限定で公開されたため、私はそれを１０回以

上見ていた。そのことが本作鑑賞の大きな動機になったし、新聞紙評で本作が好評（絶賛？）

だったことも、それを後押しした。しかして、本作冒頭に登場するのは、歌手のフェリシ

テ（ヴェロ・ツァンダ・ベヤ）がコンゴ共和国の首都キンシャサのバーで熱く歌うシーン。

なるほど新聞紙評ではこれを高く評価していたわけだが、残念ながら私にはその良さはサ

ッパリ・・・。 

 

◆私が高３の時に観たミュージカル映画『サウンド・オブ・ミュージック』（６５年）は素

晴らしく、なけなしの小遣いを使ってサウンドトラック盤（ＬＰ盤）を購入したし、映画

は７回も見に行った。その他、私の高校・大学時代は、『太陽がいっぱい』（６０年）、『ロ

ミオとジュリエット』（６８年）、『ある愛の詩』（７０年）、『ひまわり』（７０年）等々の映

画がその音楽と一体になって強く印象に残っている。本作にもサントラ盤があり、ミュー

ジシャンの岡村靖幸氏はそれを褒めたたえているわけだが、残念ながらアフリカ音楽につ

いて何の造詣もない私には、その素晴らしさがイマイチ・・・。 

 

◆映画は、フェリシテに好意を持つ男性タブー（パピ・ムパカ）からのアプローチ（？）

と、フェリシテの一人息子サモ（ガエタン・クラウディア）の交通事故の２つを軸として

ストーリーが展開していくが、別にそれ自体に大層なドラマ性があるわけではない。また、

本作には、『アフター・ウェディング』（０６年）（『シネマルーム１６』６３頁参照）や『あ

る愛の風景』（０４年）（『シネマルーム１６』７０頁参照）等で有名なデンマークの女流監

督スサンネ・ビアと同じようにクローズアップの手法が多用されているが、残念ながら私
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は本作ではフェリシテをはじめダブーやサモのクローズアップ映像にそれほど感動を覚え

ない。それは多分、彼女や彼らの表情の内に潜む感情を読み取りにくいためだが、そもそ

も、アフリカやコンゴ民主共和国の人たちの生活ぶりを全く知らない私たち日本人にとっ

て、それはやむを得ない。したがって、本作が２０１７年全アフリカ映画祭グランプリを

受賞したのは理解できても、２０１７年ベルリン国際映画祭銀熊賞（審査員大賞）を受賞

したというのは、ちょっと意外！ 

 

◆習近平の独裁体制の強化とともに、「一帯一路政策」を強化してる中国は、アフリカへの

経済進出が著しい。そのことは、１１月２３日に観た『戦狼２ ウルフ・オブ・ウォー２』

（１７年）でも明らかだが、アフリカ諸国は中国人には今やかなり身近な国。しかし、日

本人にはアフリカはまだまだ遠い国だ。したがって、アフリカのコンゴ民主共和国を舞台

とした歌手フェリシテの物語もピンとこなければ、その音楽性も十分理解できないのは仕

方ない。したがって、日本での本作の大ヒットはとてもムリ・・・。 

 

２０１８（平成３０）年１月１２日記 

 

 


